
2今月の表紙 郡山カルチャーパーク
（郡山市）

子どもから大人まで楽しい時間を過ごせる郡山カルチャーパーク（1989年開園）は、遊園地をはじめ、
屋内遊び場や体育館、貸会議室などがある複合施設。7月1日にはプールが再オープンします。
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（５分野26項目を記載した、エフレイが今後7年間に取り組む計画（中期計画）が国から認可されました）

ロボット
廃炉作業の着実な推進
を支え、災害現場など

の過酷環境下や人手不足の産業
現場などでも対応が可能となるよ
う、ロボットなどの研究開発を行
います。　
→（例）水素ドローンの実証機体の
設計、廃炉向け遠隔技術高度化や
宇宙分野への応用　など　

農林水産業
スマート農業やカーボ
ンニュートラルなどを

通じた地域循環型経済モデルの構
築を目指し、超省力・低コストな
持続性の高い農林水産業に向けた
実証研究などを行います。　
→（例）農機が複数ほ場を自律的に
移動、作業することを可能とする自
動化・機械化栽培体系の確立、新機
能素材、漢方薬原料などの産業化に
向けたデータ収集・分析、栽培体系
などの技術開発　など

エネルギー
福島を世界におけるカー
ボンニュートラル先駆

けの地とするため、水素エネルギー
ネットワークの構築や、ネガティブ
エミッション技術の研究開発などを
進めます。
→（例）電力を水素として高効率に
貯蔵・利用するシステムの開発や、
熱や動力への高効率な変換技術を
開発、大規模な二酸化炭素吸収に
役立つ植物・藻類などの可能性の
評価　など

放射線科学・創薬医療、
放射線の産業利用

オールジャパンの研究推進体制の構築と放射線科学に
関する基礎基盤研究やRI（※放射線）の先端的な医療利
用・創薬技術開発及び超大型Ｘ線CT装置などを中心と
した技術開発による放射線の産業利用を実現します。
→（例）新規放射性薬剤の開発に向けた基礎研究や非臨
床試験、臨床試験、自動車や貨物コンテナ、航空機の胴
体などを丸ごとスキャンできる世界最大級の超大型Ｘ
線CTシステムの開発

原子力災害に関するデータや
知見の集積・発信

自然科学と社会科学の研究成果などの融合を図り、原
子力災害からの環境回復、原子力災害に対する備えとし
ての国際貢献、さらには風評払拭などにも貢献します。
また、エフレイを核とした復興まちづくりの効果検証
研究を実施し、活力ある地域づくりにつなげます。
→（例）「福島の経験」を軸にした危機時のメディア・
コミュニケーションのあり方についての研究の深掘り

・連携大学院制度などにより、機構の研究者による
大学院生などへの研究指導

・地元の小中学校や高校などへの出前授業など
・実証フィールドを活用した体験学習会や競技会
・地元の高校生などを対象とした研究助手制度の導入

やサマースクール
・実証フィールドの視察や伝承館と連携した研修など

を含む、学校教員や教員志望学生向けの実地研修な
どの実施への協力

県もエフレイの設置効果の早期発現や広域的な波及を図り、福島イノベーション・
コースト構想をさらに発展させるため、エフレイを核とした広域ネットワーク形成
の促進や周辺環境の整備の推進に取り組みます。

・エフレイ発ベンチャーへの出資、企業との共同研究を
可能とする産学連携体制の構築

・最先端の設備や実証フィールドなどの活用、大胆な
規制緩和などにより国内外の関係者の参画を推進

・戦略的な知的財産マネジメントなどによる、研究者
のインセンティブ確保

エフレイが取り組む研究開発テーマ

人材育成の例 産業化の例

福島国際研究教育機構 が いよいよ始動！福島国際研究教育機構 が いよいよ始動！

県の
取り組み

参考：令和５年４月７日認可の福島国際研究教育機構の中期目標を達成するための計画（中期計画）
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読者からの
お便り

表紙の子どもたちの笑顔が良かったなと思います。特集の福島の挑戦「シンカ」予算、とても良かったです！ 今後も
県政について分かりやすく教えてほしいです。（30代 石川町）

・福島国際研究教育機構（Fukushima Institute for Research, Education 
and Innovation）は、F-REI（エフレイ）の略称で呼ばれています。

・エフレイは“福島復興再生特別措置法に基づく特別の法人”で国が
設立しました。

・原子力災害からの福島の復興及び再生に寄与するため、福島におけ
る新たな産業の創出及び産業の国
際競争力の強化に役立つ研究開
発、研究開発環境の整備、研究開
発成果の産業化、研究開発人材の
育成・確保などの業務を総合的に
行います。
　理事長のリーダーシップの下で、
研究開発、産業化、人材育成などを
一体的に推進していきます。

　福島をはじめ東北の復興を実現するとともに、日本の科学技術力・産業競争力の強化
に貢献する、世界に冠たる「創造的復興」の中核拠点として、福島国際研究教育機構が
設立されました。

福島国際研究教育機構って何？

福島国際研究教育機構 が いよいよ始動！福島国際研究教育機構 が いよいよ始動！

F-REI

山崎光悦理事長

福島国際研究教育機構開所式

特 集

どこにあるの？
　令和５年４月１日に浪江町にある「ふれあいセンターなみえ」に
F-REI本部を開所しました。これから施設・研究設備などの整備が進
められていきます。
　今後は、県内外の大学や研究機関などと連携して研究を進めていき
ます。
　４月には、福島工業高等専門学校と連携協定を締結したほか、福島
県立医科大学へのF-REIの研究分室の設置やいわき市への出張所の設
置、それに伴う各々との連携協定の締結など、エフレイと地域の連携に
向けた取り組みが動き出しています。



知事メッセージ
─ Message ─

R E P O R TE V E N T イ ベ ン ト レ ポ ー ト
県内の新規就農者数が
増えています

キビタンの

令和４年度の新規就農者数が過去最多となりました。本県の就農支援の取り組みをご紹介します。

問県庁農業担い手課　☎024-521-7340
　福島県農業経営・就農支援センター　
　☎024-521-8676　相談時間 8:30～17:15（平日）

　県内の新規就農者数は、近年はおおむ
ね200人程度で推移していましたが、令
和４年度は野菜や果樹など園芸作物を中
心に若い世代で新規就農者が増え、過去
最多の334名を記録しました。

　令和５年４月３日、福島市の福島県自治会館に「福
島県農業経営・就農支援センター」が開所しました。
　県と３つの農業団体の職員が常駐し、新規就農
から就農後の定着、経営発展まで幅広い相談に対
応する総合相談窓口となっており、一貫した支援を
行います。
●センターの場所
福島市中町８番２号　福島県自治会館１階

　雇用就農に興味のある方を対象に農業法人など
で実践研修を行い、農業に必要な技術や知識を習
得するお試し就農や、就農希望者を対象とした地域
ごとの就農相談会、現地見学ツアーなどを開催して
います。これらについて、随時、就農ポータルサイ
ト「ふくのう」やInstagram「fukunou」でお知らせ
しておりますので、ぜひご覧ください。

福島県農業経営・就農支援センター開所

福島県の新規就農者数

就農支援の取り組み

４月３日開所式

お問い合わせ先：ふくのう事務局
（㈱ワールドスタッフィング内）
☎0120-030-652

就農ポータルサイト
「ふくのう」
https://start-fukuagri.jp/
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読者からの
お便り

福島県の予算がいろいろなところに使われており、その予算額の多さにビックリです。私たちの納めている税金が福島県
民の豊かな社会づくりに貢献していることが分かりました。（60代 南相馬市）
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・福島工業高等専門学校　高橋知輝さん
　「将来、創造的復興に貢献できる人材になれるよう努力を
続けたい。いつか、研究のまちと言えば“ふくしま”となる
ことを期待しています」
・福島大学大学院　中山雄貴さん
　「さまざまな分野において福島県が魅力にあふれる県とな
り、国内外でも大きなインパクトを与えることのできるよ
う、チャレンジできる場所であり続けてほしいと思います」
・東北大学大学院　遠藤　瞭さん
　「エフレイが私たちの地域をより良くしてくれるんだと
いう実感を持てるように、この地域に暮らす子どもたちに
とっての憧れの対象となるような施設になってほしいと思
います」
・ふたば未来学園高等学校　横田彩音さん
　「自然と科学技術が共存した景色が好きです。景観にな
じむような施設や研究機関を設置してほしいと願ってい
ます」
・山崎理事長
　「今はゼロスタートなので、国内、海外から人を連れてき
てスタートせざるを得ないが、いつの日か、この浜通り地域
で生まれ育ち学んだ
子どもたちが、ゆくゆ
くはエフレイの研究
者や研究支援者、専門
技術者、事務職として
活躍してほしいなと
思っています」

　福島国際研究教育機構（F-REI）の設立を記念して、令和５年４月
15日（土）にいわき市でシンポジウムが開催されました。（一般の参加は
Zoomによる配信での聴講のみ）
　およそ４時間のシンポジウムで語られた皆さんの思いやエフレイ
への期待をご紹介します。

福島国際研究教育機構（F-REI）
設立記念シンポジウム

トークセッションの様子

　
・山崎理事長
　「福島大学を皮切りに福島高専など高等教育機関、高等学
校などに理事長や人材育成担当の執行役が出向いて、若い皆
さんにエフレイとしてのメッセージを伝えたい」

・国際放射線単位測定委員会 （ICRU）
　ヴァンサン・グレゴワール委員長
　「F-REIの研究とICRUの活動には共通性があり、今後も
連携を進めていきたい」
・日本科学未来館　浅川智恵子館長
　「私のお話が、エフレイの活動を通してかなえたい未来と
は何かを改めてお考えいただくきっかけになれば幸いです」

・株式会社東日本計算センター　鷺社長
　「ぜひ、エフレイには地元企業にも世界への、ビジネスへ
のチャンスの窓を開いていただきたい」
・會澤高圧コンクリート株式会社　會澤社長
　「エフレイを中核拠点にしながら、私たちのような産業
人がどんどん輪に入っていく新しい時代をつくっていけ
れば良いなと思っています」
・東日本大震災・原子力災害伝承館　遠藤美来さん
　「まだまだ、復興の途中だからこそ、研究や産業を通し
て、復興の道しるべになっていただけることを期待して
います」

 事業紹介

 招待講演

 地元企業などの活動紹介と地元学生・生徒による
 発表とトークセッション

招待講演（浅川館長）


